
TOMATO畑の現状

私が TOMATO 畑の製作の真意を
　　  知り、脱サラして加入したの

は 4 年前になります。当時は今日ま

で製作が続けられる現状を想像する

ことは出来ませんでした。加入当時、

決意していたことは「製作した製品、

最後の１つまで、製品に込めた意図

である木の食器の安全性を理解して

頂いた上でお使い頂きたい。」その

一心でした。

その後は当初の予想に反し、まほ  
          ろば様を含め、安全に重きを置

いた団体の皆様、企業様、そしてメ

ディアの皆様等々、私たちの活動主

旨にご共感頂いている皆様のご支援

を頂き、一歩一歩ご共有頂けるよう

になりました。この事実は、TOMATO

畑の目指しているもの作りが間違っ

ていなかったと確信する大きな励み

になっています。

振り返ると毎年毎年が大きな壁に
           ぶつかっては乗り越えての繰

り返しでした。例として以下の課題

もそうです。木の食器を安全に製作

するという事は、時間もコストもか

かりつつ、なおかつ耐久性も高い（薬

品による繊維劣化もしませんし、溶

剤を混ぜて塗装の硬化率を下げたり

もしません）事を意味しますので、

本当に企業としては落第生で間違い

ありません。

時間とコストをかけて、長期に渡り

買い替え需要が発生しない製品を低

価格で販売する ... 全てが経営という

尺度から判断すると逆行する要素で

す。

2014 年度製品の価格も、本来の製      造業種企業の価格設定（適正プラ

イシング）であれば、現状の数倍の

価格帯が妥当です。しかし創業以来、

一貫して安全性と共に日用価格の実

現を理念に掲げてきたのが TOMATO

畑ですから、行事の際に引っ張り出

して使用する伝統工芸品では、毎日

の食事の際に気兼ねなく使えない。

安全に作るからこそ日用食器に。こ

の想いがスタート地点です。そのた

め今は年金で買える食器が価格設定

の目安になっています。これは創業

者である私の父が年金を受給してい

る歳だからです。

販売店様の増加、メディアの皆様
          のご取材等、ご周知頂ける機会

を現在は多く設けて頂ける半面、経

営事情はといえば上記の原因も含

め、なかなか改善されない現状では

あります。その他にも色々な課題は

経営という面から見ると山積みで

す。しかし諦めずに１つ１つの課題

を乗り越えて、TOMATO 畑のもの作

りが正しかったという事を日々体現

していきたいと、踏ん張っています。

現状価格と現販売数と関係スタッ
           フ数等々、いよいよ多々の困

難により非常に苦しい状況なのは事

実です。ご周知頂ける状況とは逆に、

経営としての評価は本当に困難と課

題が山積しています。私は元コンサ

ルタントのはしくれですが、毎日自

らの未熟さを痛感する壁の連続で

す。

しかし現在は、過去のほとんど誰
           にも真意を知って頂ける事な

く製作していた時とは違い、私たち

のもの作りをご評価頂いてご愛用頂

ける皆様が増えてきました。度々頂

ける応援のお言葉、ご愛用の感想、

ネットでお見受けするブログ記事

等々、その１つ１つが原動力になっ

ています。

今後は企業としても結果を残して
          いかなければ、木製食器業界の

改善はきっと見られません。私たち

が企業としても実績を残していかな

ければ、当然後に続く企業も現れな

いはずです。企業としての結果の残

し方も様々です。今が正念場。私の

役目はこれからの歩みにあると、い

つも心を奮い立たせています。正し

いと心から思える理念を胸に、信念

に則った経営にて次の世代に残せる

もの作りを続けたいと、年商や利益

が経営の本質ではなく、自らの誇り

をどのように社会に還元できるのか

こそが、経営の本質だと決意を新た

にしています。
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※みなさま、応援お願いいたします！　※TOMATO畑　田中さんよりお便りを頂戴しました。
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